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ハイブッシュブ、ルーペリーの茎頂の生長に及ぼす

生長調節物質の影響とその季節的変化

福井博一・村上保之

原田隆・田村勉

(北海道大学農学部果樹読菜園立;学教室)

(11白羽160年 10月 12日受理)

Response of Highbush Blueberry Axillary Leaf Bud Apices 

to Growth Regulators and its Seasonal Changes 

HirokaZll FUKUI， YaSllYllki MURAKAMI， Takashi HARADA 
and TSlltOffill TAMURA 

(Department of Horticulture， Faculty of Agriculture， 
Hokkaido University， Sapporo， Japan) 

緒 言

近年，小果樹に対する関心が高まっており，その中で

も特にフソレーペリーの需要が階大しつつある。しかし，

フツレーペリーの苗木を養成する場合，現在用いられてい

る挿木法では射出髄及び硬組織の配置が障害となり他の

果樹に比べ発根率が低く 1)，増殖能率が惑い。

果樹，特にリンコeにおいては茎頂培養の手法を用いた

苗木の大量繁殖法が確立されており，実用化の段階に至

っている。石原4，5)は，茎頂培養による大量繁殖に関す

る総説の中で，この繁殖法を確立するためには苗条の生

長要因の解明と初期培養のための培地の検討が重要な課

題であることを指摘している。

フツレーペリーに関しては， LYRENEll)によって茎頂培

養が試みられているが，研究例が少なしその詳細につ

いては明らかになっていない。また， ALTMAN2)はオ

レンジを用いた実験で，材料の採取時期の違いによって

苗条の生長要因が異なることを報告している。したがっ

て，本研究では茎頂培養による大量繁殖法の確立のため

の最初の段階として，採取時期の異なる茎頂の生長に及

ぼす生長調節物質の影響についての検討を行った。

材料及び方法

北海道大学農学部附属農場に栽植されているハイブッ

シュブ、ルーペリーらミーリントン，Vaccinium corツmbo-

l 

sum L. cv. BURLlNGTON)の校を 1984年5月 10日か

ら1985年 3月 12日にわたって採取し，その肢生の葉芽

を供試材料とした。校は葉芽1個を有 Fる長さ 2crnの

切片とした後，芽のりん片をすべて除去した。これを中

性洗剤で洗浄し十分に水道水ですすいだ後， 70%エタノ

ールに 15秒間浸潰し，クリーンベンチ内で次亜塩素酸ナ

トリウム溶液(有効塩素 1%，Tween 20を0.01%含む)

を用いて 10分間表面殺菌を行い，その後滅菌水で10回

洗浄し溶出するフェノール性物質を除去した。この殺菌

した材料から葉原基6個程度を有する長さ 1rnrnの茎頂

を取り出し培養に用いた。

基本培地として， WOLFE12)の報告に従い， LLOYD 

and MCCOWN9)の処方による WPM(W ood Plant 

Medium，第 1表)を用い，グルコース 0.2Mと種々の濃

度の N6-benzylarninopurine(BA)および Gibberellin

A3 (GA3)を添加後， pH 5.5に調整した。これに寒天

0.7%を加えて 25x150rnrnの試験管に 1本当たりlOrnC

を分注し， 120oC， 1.2 kg/crn2の条件下で10分間殺菌し

た。 1 区当たりの反復数は 11~14 とし，培養は 250C，

4，0001x， 16時間日長の条件下で行った。

調査項目は，最大葉長，葉数，シュート形成の有無及

びカルス形成率の4項目で， 4週間培養後に調査した。

結 果

供試したら〈ーリントン'は5月下旬に萌芽し，新崎、の
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仲長停止j哲]は7月中旬であった

1.葉 長

Fig. 1 Vこ梁の生長に及ぼす GA3および BAの影響

を示した。1O-5M の GA3は業の生長を著しく促進し

たが，1O-7M では無添加の場合とほとんど差がなかっ

た。採取H寺期別の GA310-5 M の作用について見ると，

萌芽前後の 5月から 6月にかけては高い促進効果が認め

られたが7月には低くなった。しかし 8月に採取した

ものでは業長が大きな値を示し再び促進効果が現われた

が，その後1月に至るまで漸次低下した。そして， -Eijj芽

期が近づくに従い再び葉の生長は良好になった。

BAの効果については，無添加区と1O-7M添加区と

の聞には有意な差は認められなかったが， 10-5M と尚

濃度になると葉の生長は促長された。採取時期別にみる

と 9月に採取した茎頂の葉の生長がし、くらか良好であ

ったが， GA3におけるような大きな変化は認められず，

年聞を通じでほぼ一定であった。

GA3及び BA各々の主効呆は共に有意で，うど五効果は

認められなかった。したがって，葉を伸長させるには向

濃度の BAおよび GA3を同時に培地に添加することが

必要であると考えられる。

2.糞数

Fig.2に示すように， GA3を添加した区の葉数は6

月から 9月にかけては無添加区のものより大きな値を示

し，GA3の葉の分化促進効果が認められたが，それ以外

の時期のものでは無添加区との聞にほとんど差が認めら

れなかった。しかし，葉数は 7~8 枚ïìíj後で推移し， GA'l 

の葉の分化に及ぼす影響は小さいものと考えられる。

BAを低濃度 (10-7M)で添加した区では， いずれの

時期の茎頂でも葉の分化はほとんど見られず，無添加区

との差は認められなかった。しかし， 10-5 M の高濃度

のBAを添加した培地では著しく葉数が増加lし，高濃度

のBAによる高い葉の分化促進効果が認められた。 H寺期

別の BAの効果は， 8~11 月の茎頂で大きく，それ以外

の時期のものでは低かった。したがって，葉を分化させ

るためには高濃度の BAを必要とすることが明らかと

なった。

3. シュート形成

Fig.3にシュート形成に及ぼす GA3および BAの

影響を示した。 GA3無添加区の茎頂のシュー卜形成率

はいずれの採取時期においても低く ，BA単独ではシュ
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Fig. 2. Effect of GA3 and BA on leaf differentia-
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bud apices sampled on various times. 
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ート形成が促進されないことが明らかとなった。 10ー7M

添加1区では8月及び9月に採取したもので103右前後の

シュート形成が観察されたが，それ以外の時期のもので

は全く形成されなかった。これに対し，1O-5M添加|玄

では6月から 9月にかけてシュー卜形成が観察され，特

に6月のものでは30.8%の値となった。
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4. カルス形成

8月に採取した茎頂のカルス形成に及ぼす GA3及び

BAの影響を Fig.5に示した。 BA単独添加区におい

てはその濃度が高くなるに従いカノレス形成率は高くな

り， 10-5 M 添加区では73%となった。しかし，この

BAのカルス形成促進効果は GA3を同時に添加するこ

BA、無添加区および1O-7M 添加区ではいずれの時期

においてもシュート形成率は低く，GA3単独及び BA低

濃度と GA3との併用ではシュートの形成が促進されな

かった。これに対し， BA 10-5M 添加区では6月から

8月にかけてシュート形成が観察され，高濃度のBAが

シュート形成を促進することが明らかとなった。

Fig. 4 ~こ示すように，シュート形成率の高い区では葉

数が多い傾向が見られ，シュー卜形成率と業数との聞に

は高い相関が認められた。
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とにより低下し， BA 1O-5M とGA310-5M を添加し

た区のカノレス形成率は BA10-5M 単独添加l区の約 1(8

となった。

5. 培養期間中の茎頂の生長

培養期間中の茎頂の生長は Fig.6に示すように，培養

開始1週間後までは緩慢であったが，その後2週間目に

かけて葉長，葉数共に急激に増加した。しかし，それ以後

両者共に増加率が低下し， 4週間目以降は一定となった。

なお，オーキシンである 1-naphthaleneaceticacid 

(NAA)についても検討を行ったが，カルス形成促進以外

の作用が認められなかった。

考察

石原町は，リンゴの茎頂培養法を用いた大量繁殖には，

1)培養確立， 2)増殖， 3)発根， 4)馴化，の 4つの過程

が考えられると述べている。フツレーペリーでは，節部の

培養は行われている12.13)が，繁殖法として茎頂培養が用

いられた例はわずかである札口)。 したがって，ブルーペ

リーの茎頂培養を用いた大量繁殖を行うためには，まず

その第 1段階として，茎葉を場殖するための初代培養の

依立が望まれ，そのためには茎頂の生長に及ぼす諸要因

の検討が必要である。

ELLIOT3)は，リンゴの茎頂培養に関する研究の中で，

GAが葉の伸長を促進する働きを持つことを指摘してい

る。本実験においても GA3の業の伸長を促進する作用

が認められた。 BAは単独添加の場合には顕著な葉の伸

長促進作用を示さなかったが， GA3と併用することによ

って GA3の葉の伸長促進作用を強める働きがあること

が明らかとなった。採取時期別にみると 3月から 6月

にかけて，葉の伸長が GA3によって促進された。リン

ゴにおいては，萌芽前から萌芽直後にかけて，樹液中の

ジベレリンが増加し8)，これが芽の生長と密接な関係を

持つことが考えられることから，ブルーペリーに関して

も同様の現象があるものと推察され，本実験において萌

芽期に近づくに従い GA3の葉の伸長促進効果が橋大し

たのはこのことを示すものと考えられる。しかし 7月

に採取したものではこの GA3の効果が小さく 8月お

よび9月には再び大きくなった。これは，培養した新将j

の肢生の薬芽が 7月では伸長中の新柄から採取したも

のであったのに対し 8月以降のもので、は生長が停止し

た成熟期の新梢から採取したものであったことによると

考えられる。すなわち7月の肢生の葉芽は，新村i伸長停

止期以前であったためその茎頂組織の成熟度が低く，し

たがってジベレリンに対する感応性が乏しかったと考え

られる。これに対し 8月及び9月のものでは，新村jの

が停止し，成熟度が高まっていたために，培地に添加さ生

長れた GA3に対する感応性が高かったと推察される。

同様のことは ALTMANら2)によっても指摘されてい

る。 9月以降の茎頂では葉の伸長は順次低下し 1月に

は最も低い値となったが，これは休眠に伴う現象と推測

され，このことはオレンジでも観察されている2)。した

がって，茎頂培養によって良好な葉の仲長を示す個体を

得るためには，培地に GA3とBAを高濃度で添加し，

材料としては休眠最深期を除いた成熟期のものを用いる

必要があると言える。

JONES7)は，りンゴの茎頂培養において業数の増加が

サイトカイニンによって促進されることを観察している

が，木実験においても同様に高濃度の BAが業の分化を

促進することが明らかとなった。採取時期別に見ると 8

月から 11月にかけての休眠官ijの新梢成熟期のもので，

BAの高濃度区の業数の増加が見られ，生長点部組織の

分裂能が高いことが推測された。しかし，その後休眠が

深まり 1月になると葉数の増加は見られなくなった。こ

れは，前述の休眠最深期における生長点部組織の分裂能

の低下に伴う現象であると考えられる。以上のことか

ら茎頂培養によって葉数を増加させるためには高濃度

のBAの添加が不可欠であり，材料を採取するにあたっ

ては8月から 11月にかけての新梢成熟期のものを用い

ることが望ましい。

シュート形成は高濃度の BA及び GA3によって促進

された。 JONES7)はリンコの茎頂培養において， BAが

シュートの形成を促進する作用を持つことを報告してお

り，本実験の結果はこれと一致した。ジベレリンは一般

に節間伸長を促進する作用があり 11)，本実験て、見られた

GA3高濃度添加区における高い率でのシュート形成は，

この作用に基づくものであろう。採取時期別に見ると，

BA高濃度区における BAのシュート形成促進効果は，

7月から 9月にかけて著しく高まり，その後急速に低下

した。これに対し， GA3高濃度区では6月のものが著し

く高いシュート形成率を示した。このことから，萌芽期

の茎頂組織はジベレリン要求性が高く，新相成熟期のも

のはサイトカイニン要求性が高いと考えられる。休眠期

のものではいずれの生長調節物質を添加してもシュート

は形成されなかった。 Fig.4に示すように葉の分化と

シュート形成の聞には密接な関係が認められた。石原5)

は，茎頂培養による大量繁殖の第1段階は摘出した茎頂

から健全なシュートを得ることであると述べている。本
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実験では，シュート形成率は最も高い区で38.5%にとど

まり，実用化段階としては不十分であると考えられたが，

Fig.4の結果からシュート形成率の向上は葉数の増加に

適した条件を今後検討することによって達成されると考

えられる。

大量繁殖法は，均一なクローンを得ることを目的とし

ているために，カルスが形成されることは望ましくない。

Fig. 5 ~こ示すように， BAを高濃度で添加した区におい

て高い率でカルス形成が観察されたが，同時に GA3を

添加することによって，その BAのカノレス形成促進効果

は抑えられた。したがって，茎頂培養による大量繁殖法

には，培地への GA3の添加が不可欠であると考えら

れる。

以上の結果から，フ‘ルーペリーの大量繁殖のための初

期培養の培地としては，BAとGA3を1O-5M の高濃度

で添加したものを用い，材料は新梢成熟期の茎頂を用い

ることが望ましいと言える。また， Fig.6の結果から，

2~3 週間ごとに培地を更新することが望ましいと考え

られる。

摘要

採取時期の異なる茎頂の生長に及ぼす生長調節物質の

影響について検討した。

葉の生長は高濃度(10-5M)のGA3及びBAによって

促進され，この両者の聞には相補的な関係が認められた。

時期別では，萌芽期及び新柏、成熟期のものの生長が良好

であった。葉の分化は1O-5M のBAによって著しく促

進され，その効果は8月から 11月にかけての新梢成熟

期のもので大きかった。シュートの形成は GA3とBA

を同時に培地に添加した区において観察され，それは萌

芽直後と新梢の伸長停止後の 8月から 9月の時期に限定

された。シュート形成と葉数との聞には高い相関が認め

られ‘葉の分化に適した条件はシュー卜形成においても

好適な条件であることが明らかとなった。カノレス形成は

高濃度の BAによって促進されたが，それは GA3を添

加することにより打ち消された。 また，NAAはカノレス

形成促進以外の効果を持たなかった。茎頂培養を用いた

大量繁殖では，カルスが形成されることは好ましくなし

したがって培地には GA3とBAの両者を同時に添加す

る必要があり， NAAは添加しないほうが好ましいこと

が明らかとなった。茎頂の生長は，培養2週間後までに

終了し，それ以後はほとんど変化しなかった。

以上のことから，フツレーベジーの茎頂培養には BAと

GA3を高濃度で同時に添加し，材料の採取時期は萌芽期

および新梢成熟期のものが良心培養は 2~3 週間ごとの

継代培養が望ましいと考えられた。
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Surnrnary 

Growth ofaxillary leaf blld apices (1 mm  in 
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length with 6 leaf primodia) of highbush blueberry through November. Shoot formation occurred only 

(Vacci河iUIII corymbosum L. cv. BURLINGTON) was on a culture medium containing both GA3 and BA， 

investigated in relation to both the growth regu- and was obtained restrictively with the apices from 

lators (GA3 and BA) added to arti五cialculture the shoot without elongation in August and Sep-

media and the sampling times of plant materials. tember. A close relation was fOl1nd between the 

It was observed that bl1ds of highbush blueberry rates of shoot formation and the number of diffe-

growing in Sapporo sprouted in late May， and rentiated leaves. [t sl1ggests that a c111ture me-
growth of shoots ceased in late June. The elonga- dil1m sllitable for leaf differentiation is adeqllate 

tion of leaves was enhanced on a clllture medillm for shoot formation. BA in high concentration 

with high concentration (10-5 M) of gibber巴llinA3 enhanced the call1ls formation， and this effecti-

(GA3) and Nιbenzyladenine (BA)， which were com- veness of BA was eliminated by GA3. NAA had 

plementary each other. Vigorous leaf growth was an e任ectivenessonly on call1ls formation. An ad-

observed with the apices derived from shoots at dition of GA3 and no NAA to media was therefore 

the stage of both sprouting and maturin日 Promo- indispensable to clllturing axillary leaf blld apices 

ting e任ectof BA (10-5 M) on leaf di任erentiation of highbllSh bllleberry withollt call1lsing. The 

was considerable and remarkable with the apices shoot apices was able to grow rapidly in two weeks 

excised from maturing-stage 5hoots from AugllSt and showed a 1ittle growth after that. 


